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(57)【要約】
　乳房の超音波画像診断を高精度で実行する方法は、第
１の圧迫プレート６２と第２の圧迫プレート６４との間
に乳房を受け入れて乳房を圧迫している。乳房は、患者
の近心端側の胸壁１１８から、遠心端側の乳首へと広が
っている。乳房のうちの乳首に近い部分と、乳房のうち
の外縁に近い部分は、乳房が圧迫されている間、第２の
圧迫プレートに接触していない。超音波トランスデュー
サ・アレイ６８は、経路に沿って移動して，乳房を走査
する。超音波トランスデューサ・アレイ６８は、第２の
圧迫プレート６４に対して乳房とは反対側に第２のプレ
ート６４に隣接するように配されている。超音波トラン
スデューサ・アレイ６８が経路を移動することにより、
乳房の画像データを表現するものが取得される。画像デ
ータを取得するステップは、超音波トランスデューサ・
アレイで電子ビームの方向を操作して、（i）乳房のう
ちの、胸壁に近い部分１１６と、（ii）乳房のうちの、
第２の圧迫プレートに接触していない部分と、のうちの
一方又は両方の画像データを取得する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　乳房の超音波画像診断を高精度で実行する方法であって、
　前記方法は、
　第１の圧迫プレートを用意するステップと、
　第２の圧迫プレートを用意するステップと、
を有しており、
　前記第１の圧迫プレートと前記第２の圧迫プレートは、乳房を受け入れ、前記第１の圧
迫プレートと前記第２の圧迫プレートとの間で前記乳房を圧迫し、
　前記乳房は、患者の近心端側の胸壁から、遠心端側の乳首へと広がっており、
　前記乳房のうちの前記乳首に近い部分と、前記乳房のうちの外縁に近い部分は、前記乳
房が圧迫されている間、前記第２の圧迫プレートに接触しておらず、
　前記方法は、
　前記乳房を走査するために、前記第２の圧迫プレートに対して前記乳房とは反対側に前
記第２のプレートに隣接するように配された超音波トランスデューサ・アレイを経路に沿
って移動させるステップと、
　前記超音波トランスデューサ・アレイが前記経路を移動することにより、前記乳房の画
像データを表現するものを取得するステップと、
を有し、
　前記取得するステップは、
　前記超音波トランスデューサ・アレイで電子ビームの方向を操作して、（i）前記乳房
のうちの、前記胸壁に近い部分と、（ii）前記乳房のうちの、前記第２の圧迫プレートに
接触していない部分と、のうちの一方又は両方の画像データを取得するステップを有する
、方法。
【請求項２】
　前記取得するステップは、移動路が一つ以上の三次元走査が行われるように、電子ビー
ムの方向を操作するステップを更に有しており、
　前記移動路が一つ以上の三次元走査は、空間操作式の台形線形画像データを取得するた
めの走査である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記取得するステップは、移動路が一つ以上の三次元走査が行われるように、電子ビー
ムの方向を操作するステップを更に有しており、
　前記移動路が一つ以上の三次元走査は、空間操作合成式の台形線形画像データを取得す
るための走査である、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記電子ビームの方向を操作する場合、前記乳房の台形ボリューム画像の画像データを
得るように、前記電子ビームの方向を操作している、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記電子ビームの方向を操作する場合、前記乳房の空間合成式の台形ボリューム画像の
画像データを得るように、前記電子ビームの方向を操作している、請求項１に記載の方法
。
【請求項６】
　前記超音波トランスデューサ・アレイは、前記第２のプレートに音響的に結合されてい
る、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記超音波トランスデューサ・アレイを経路に沿って移動させるステップは、前記トラ
ンスデューサの超音波の放射が二次元的に行われるように移動させるステップを有する、
請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記経路は２つの移動路を有しており、前記２つの移動路は、前記乳房の重複して走査
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される中央部分に沿う移動路である、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記第１の圧迫プレートと前記第２の圧迫プレートは、前記乳房を圧迫している間、実
質的に平行である、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記超音波トランスデューサ・アレイは、二次元マトリクストランスデューサ・アレイ
を有している、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記超音波トランスデューサ・アレイは、線形トランスデューサ・アレイを有している
、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記画像データを処理して、前記乳房を三次元表現するステップを更に有する、請求項
１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記画像データを、前記画像データの取得位置から離れた位置に伝送するステップ、お
よび
　伝送した前記画像データを処理して、前記乳房を三次元表現するステップを更に有する
、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記超音波トランスデューサ・アレイを移動させるステップは、前記第２の圧迫プレー
トに平行な前記超音波トランスデューサ・アレイを、前記取得した画像データの画像面に
垂直な方向に自動的に移動させるステップを更に有する、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　乳房の超音波画像診断を高精度で実行する方法であって、
　前記方法は、
　第１の圧迫プレートを用意するステップと、
　第２の圧迫プレートを用意するステップと、
を有しており、
　前記第１の圧迫プレートと前記第２の圧迫プレートは、乳房を受け入れ、前記第１の圧
迫プレートと前記第２の圧迫プレートとの間で前記乳房を圧迫し、
　前記乳房は、患者の近心端側の胸壁から、遠心端側の乳首へと広がっており、
　前記乳房のうちの前記乳首に近い部分と、前記乳房のうちの外縁に近い部分は、前記乳
房が圧迫されている間、前記第２の圧迫プレートに接触しておらず、
　前記方法は、
　前記第２の圧迫プレートに対して前記乳房の反対側に前記第２の圧迫プレートに隣接す
るように配され、前記第２の圧迫プレートに音響的に結合された超音波トランスデューサ
・アレイを用意するステップと、
　前記乳房を走査するために、前記超音波トランスデューサ・アレイを経路に沿って移動
させるステップと、
　前記超音波トランスデューサ・アレイが前記経路を移動することにより、前記乳房の画
像データを表現するものを取得するステップと、
を有し、
　前記取得するステップは、前記超音波トランスデューサ・アレイで電子ビームの方向を
操作して、（i）前記乳房のうちの、前記胸壁に近い部分と、（ii）前記乳房のうちの、
前記第２の圧迫プレートに接触していない部分と、のうちの一方又は両方の画像データを
取得するステップを有しており、
　前記取得するステップは、移動路が一つ以上の三次元走査が行われるように電子ビーム
の方向を操作するステップを更に有しており、
　前記移動路が一つ以上の三次元走査は、（a）空間操作式の台形線形画像データと、（
ｂ）空間操作合成式の台形線形画像データと、からなるグループから選択される少なくと
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も一方を取得するための走査である、方法。
【請求項１６】
　乳房の画像診断を高精度で行うための超音波診断画像システムであって、
　前記超音波診断画像システムは、
　第１の圧迫プレートと、
　第２の圧迫プレートと、
を有しており、
　前記第１の圧迫プレートと前記第２の圧迫プレートは、乳房を受け入れ、前記第１の圧
迫プレートと前記第２の圧迫プレートとの間で前記乳房を圧迫するものであり、
　前記乳房は、患者の近心端側の胸壁から、遠心端側の乳首へと広がっており、
　前記乳房のうちの前記乳首に近い部分と、前記乳房のうちの外縁に近い部分は、前記乳
房が圧迫されている間、前記第２の圧迫プレートに接触しておらず、
　前記超音波診断画像システムは、
　前記第２の圧迫プレートに対して前記乳房の反対側に前記第２の圧迫プレートに隣接す
るように配された超音波トランスデューサ・アレイと、
　前記乳房を走査するために、前記超音波トランスデューサ・アレイを経路に沿って移動
させる手段と、
　前記超音波トランスデューサ・アレイが前記経路を移動することにより、前記乳房の画
像データを表現するものを取得する手段と、
を有し、
　前記取得する手段は、
　前記超音波トランスデューサ・アレイで電子ビームの方向を操作して、（i）前記乳房
のうちの、前記胸壁に近い部分と、（ii）前記乳房のうちの、前記第２の圧迫プレートに
接触していない部分と、のうちの一方又は両方の画像データを取得する、超音波診断画像
システム。
【請求項１７】
　前記取得する手段は、移動路が一つ以上の三次元走査が行われるように、電子ビームの
方向を操作するものであり、
　前記移動路が一つ以上の三次元走査は、空間操作式の台形線形画像データを取得するた
めの走査である、請求項１６に記載の超音波診断画像システム。
【請求項１８】
　前記取得する手段は、移動路が一つ以上の三次元走査が行われるように、電子ビームの
方向を操作するものであり、
　前記移動路が一つ以上の三次元走査は、空間操作合成式の台形線形画像データを取得す
るための走査である、請求項１６に記載の超音波診断画像システム。
【請求項１９】
　前記電子ビームの方向を操作することにより、前記乳房の台形ボリューム画像の画像デ
ータを得る、請求項１６に記載の超音波診断画像システム。
【請求項２０】
　前記電子ビームの方向を操作することにより、前記乳房の空間合成式の台形ボリューム
画像の画像データを得る、請求項１６に記載の超音波診断画像システム。
【請求項２１】
　前記超音波トランスデューサ・アレイは、前記第２のプレートに音響的に結合されてい
る、請求項１６に記載の超音波診断画像システム。
【請求項２２】
　前記超音波トランスデューサ・アレイを経路に沿って移動させる手段は、前記トランス
デューサの超音波の放射が二次元的に行われるように前記トランスデューサを移動させる
、請求項１６に記載の超音波診断画像システム。
【請求項２３】
　前記経路は２つの移動路を有しており、前記２つの移動路は、前記乳房の重複して走査
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される中央部分に沿う移動路である、請求項１６に記載の超音波診断画像システム。
【請求項２４】
　前記第１の圧迫プレートと前記第２の圧迫プレートは、前記乳房を圧迫している間、実
質的に平行である、請求項１６に記載の超音波診断画像システム。
【請求項２５】
　前記超音波トランスデューサ・アレイは、二次元マトリクストランスデューサ・アレイ
を有している、請求項１６に記載の超音波診断画像システム。
【請求項２６】
　前記超音波トランスデューサ・アレイは、線形トランスデューサ・アレイを有している
、請求項１６記載の超音波診断画像システム。
【請求項２７】
　前記画像データを処理して、前記乳房を三次元表現するためのプロセッサを更に有して
いる、請求項１６に記載の超音波診断画像システム。
【請求項２８】
　前記画像データを、前記画像データの取得位置から離れた位置に伝送する手段、および
　伝送した前記画像データを処理して、前記乳房を三次元表現するためのプロセッサを更
に有している、請求項１６に記載の超音波診断画像システム。
【請求項２９】
　前記移動させる手段は、前記第２の圧迫プレートに平行な前記超音波トランスデューサ
・アレイを、前記取得した画像データの画像面に垂直な方向に自動的に移動させることに
よって、前記超音波トランスデューサ・アレイを移動させる、請求項１６に記載の超音波
診断画像システム。
【請求項３０】
　乳房の画像診断を高精度で行うための超音波診断画像システムであって、
　前記超音波診断画像システムは、
　第１の圧迫プレートと、
　第２の圧迫プレートと、
を有しており、
　前記第１の圧迫プレートと前記第２の圧迫プレートは、乳房を受け入れ、前記第１の圧
迫プレートと前記第２の圧迫プレートとの間で前記乳房を圧迫するものであり、
　前記乳房は、患者の近心端側の胸壁から、遠心端側の乳首へと広がっており、
　前記乳房のうちの前記乳首に近い部分と、前記乳房のうちの外縁に近い部分は、前記乳
房が圧迫されている間、前記第２の圧迫プレートに接触しておらず、
　前記超音波診断画像システムは、
　前記第２の圧迫プレートに対して前記乳房の反対側に前記第２の圧迫プレートに隣接す
るように配され、前記第２の圧迫プレートに音響的に結合された超音波トランスデューサ
・アレイと、
　前記乳房を走査するために、前記超音波トランスデューサ・アレイを経路に沿って移動
させるための移動ステージと、
　前記超音波トランスデューサ・アレイが前記経路を移動することにより、前記乳房の画
像データを表現するものを取得するためのコントローラと、
を有し、
　前記コントローラは、前記超音波トランスデューサ・アレイで電子ビームの方向を操作
して、（i）前記乳房のうちの、前記胸壁に近い部分と、（ii）前記乳房のうちの、前記
第２の圧迫プレートに接触していない部分と、のうちの一方又は両方の画像データを取得
し、
　前記画像データを取得するために、移動路が一つ以上の三次元走査を実現する電子ビー
ムの方向の操作が行われ、
　前記移動路が一つ以上の三次元走査は、（a）空間操作式の台形線形画像データと、（
ｂ）空間操作合成式の台形線形画像データと、からなるグループから選択される少なくと
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も一方を取得するための走査である、超音波診断画像システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、米国特許番号６，６８２，４８４号（発明の名称「Compression Plate For 
Diagnostic Breast Imaging」）と米国特許番号第６，５３０，８８５号（発明の名称「S
patially Compounded Three Dimensional Ultrasonic Images」）とに関連している。米
国特許番号６，６８２，４８４号および米国特許番号第６，５３０，８８５号は、ここに
開示されたものの権利に関する譲受人に譲渡されており、これらの全体を参照することに
よって、本明細書に組み込まれている。
【背景技術】
【０００２】
　ここに開示されているものは、一般的に、医療診断画像システムに関し、特に、乳房の
超音波画像診断を高精度で行う方法および装置に関する。
【０００３】
　自動三次元（３Ｄ）乳房超音波スキャンは、平坦な２つの半硬質面又は半硬質プレート
の間で乳房を圧迫するマンモグラフィと同様のものである。圧迫プレートが平坦であるの
で、トランスデューサ面が一方の圧迫プレートの面に密接に接触するように線形アレイト
ランスデューサが使用される。密接に接触することによって、トランスデューサと圧迫プ
レートとの音響的な結合が容易に行える。更に、Ｘ線マンモグラフィの場合のように、圧
迫プレートどうしは、ほぼ平行である。更に、既知の自動３Ｄ乳房超音波スキャン方法で
は、線形アレイトランスデューサを使用して、圧迫プレートに対し垂直の矩形画像を得る
。次いで、この矩形画像を使用して矩形３Ｄボリュームを復元する。
　しかし、圧迫された乳房は矩形状になっていないので、上記の自動３Ｄ乳房超音波スキ
ャン法では乳房の全体を画像化することはできない。乳首を含めて乳房の輪郭は湾曲して
いる。したがって、乳房の湾曲した輪郭は圧迫プレートに接触していないので、乳房の湾
曲した輪郭を画像化することができない。一つの既知の方法では、共形のゲルパッド又は
ウォーターバッグによって、乳房の湾曲した部分に結合させているが、共形のゲルパッド
又はウォーターバッグを使用するのは面倒である。別の方法では、移動可能な「乳首支持
台」を使用して乳首との音響的接触を改善しているが、このような支持台は使いにくく、
実際に使用すると時間がかかる。
【０００４】
　直線ボリューム（rectilinear volume）スキャン法によって生じる別の問題は、患者の
胸壁に隣接する一部の乳房組織を圧迫プレートの間の空間に引き込むことができず、この
一部の乳房組織が視覚化されないことである。別の既知の方法では、線形アレイトランス
デューサを機械的に約１５度傾けて胸壁の視覚化を改善している。しかし、斯かる方法は
、乳房の湾曲した輪郭についての音響的接触の問題を解決することができない。Ｘ線と超
音波とを組み合わせて画像化するの場合のように、乳房が均一の圧迫厚さを必要とする場
合にも適していない。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　したがって、この問題を解決するために、乳房の超音波画像診断を高精度で実行する改
善された方法および装置が望まれる。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　開示された一実施例によれば、乳房の超音波画像診断を高精度で実行する方法は、第１
の圧迫プレートと第２の圧迫プレートとの間に乳房を受け入れて乳房を圧迫している。前
記乳房は、患者の近心端側の胸壁から、遠心端側の乳首へと広がっている。前記乳房のう
ちの前記乳首に近い部分は、前記乳房が圧迫されている間、前記第２の圧迫プレートに接
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触していない。超音波トランスデューサ・アレイは、経路に沿って移動して，乳房を走査
する。超音波トランスデューサ・アレイは、前記第２の圧迫プレートに対して前記乳房と
は反対側に前記第２のプレートに隣接するように配されている。前記超音波トランスデュ
ーサ・アレイが前記経路を移動することにより、前記乳房の画像データを表現するものが
取得される。画像データを取得するステップは、前記超音波トランスデューサ・アレイで
電子ビームの方向を操作して、（i）前記乳房のうちの、前記胸壁に近い部分と、（ii）
前記乳房のうちの、前記第２の圧迫プレートに接触していない部分に対応する乳首のすぐ
裏側の部分と、のうちの一方又は両方の画像データを取得する。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　図１～図７において、同じ符号は同じ構成要素を表している。更に、これらの図は一律
の縮尺で描かれていないことに注意すべきである。
【０００８】
　図１は、非方向操作式の従来の矩形ボリューム画像を得るために２移動路線形走査を使
用する超音波診断乳房画像システムの一部の断面図である。即ち、図１の実施例は、非方
向操作式の矩形画像を使用して３Ｄボリューム画像を得ている。結果として、非方向操作
式の従来の矩形画像フレームによる２移動路（ＡおよびＢ）３Ｄ走査は、以下に更に記載
されているように、乳首に近い湾曲領域の画像と、胸壁に隣接する組織の画像を得ること
はできない。
【０００９】
　図１に示すように、超音波診断乳房画像システム１０は、第１の圧迫プレート１２と第
２の圧迫プレート１４とを有している。第１の圧迫プレートおよび第２の圧迫プレートは
、乳房１６を受け入れるように構成されており、更に、第１の圧迫プレートと第２の圧迫
プレートとの間で乳房を圧迫する。乳房１６は、患者の近心端側の胸壁１８から、遠心端
側の乳首２０へと広がっている。乳房が圧迫されている間、乳房のうちの乳首に近い部分
は、第２の圧迫プレート１４に接触していない。接触していない領域は符号２２で示され
ている。
【００１０】
　第２の圧迫プレート１４は、ハウジング２４の上面に配されている。超音波トランスデ
ューサ・アレイ２６はハウジング２４内に配されており、超音波トランスデューサアレイ
２６は、第２の圧迫プレート１４に対して乳房１６とは反対側に、第２のプレートに隣接
するように配されている。トランスデューサアレイ２６は、例えば適切な音響結合流体を
使用して、第２のプレートに音響的に結合されている。更に、超音波トランスデューサア
レイは、機械的移動システム２８に結合されている。機械的移動システム２８は、この分
野で知られているように、任意の適切な走査機構とジグとを有することができ、一つの経
路に沿ってトランスデューサアレイ２６を移動させて乳房を走査するように構成されてい
る。
【００１１】
　更に、図１を参照すると、非方向操作式の従来の矩形ボリューム画像を得るために、２
移動路線形走査が使用されている。すなわち、機械的移動システム２８は、第１の移動路
（円と点との組合せ３０によって示されている）と第２の移動路（円と「ｘ」との組合せ
３２によって示されている）とを含む経路に沿ってトランスデューサ・アレイが移動する
ように動作する。移動システム２８は、矢印３４で示されているように、第１の移動路と
第２の移動路との間を横断する。図示されているように、第１の移動路は、図面に対し垂
直且つ図面から離れる方向に延在する経路部分を含んでいる。同様に、第２の移動路は、
図面に対し垂直且つ図面に向かう方向に延在する経路部分を含んでいる。超音波トランス
デューサアレイが経路を移動すると、乳房の画像データを表現するものが得られる。図１
の２移動路３Ｄ走査の画像データを得るために、非方向操作式の従来の矩形画像フレーム
を使用して乳房の画像を作成するが、乳首に近い湾曲領域２０の画像と、胸壁１８に隣接
する組織の画像を得ることができない。超音波画像領域のうちの第１の移動路に沿う第１
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の部分は、符号３６で示されている。超音波画像領域のうちの第２の移動路に沿う第２の
部分は、符号３８で示されている。しかし、接触していない領域２２によって、乳房１６
の一部は、超音波画像処理がされていない。超音波画像処理の対象となり得る全領域は、
一般的には、符号４０によって示される。図２は、図１の２移動路３Ｄ非方向操作式の線
形走査の三次元撮影領域４０の斜視図である。図示されているように、撮影領域４０は、
第２のプレート１４内の周辺部４２を通過して広がる矩形の容積を有している。
【００１２】
　図３は、平行四辺形状のボリューム画像に対応する方向操作式の線形画像を得るために
２移動路操作式の線形走査を使用する超音波乳房画像システムの一部断面図である。図３
の超音波乳房画像システム５０の一部は、図１と同じであるが、以下の違いがある。超音
波トランスデューサ・アレイが経路を移動すると、乳房の画像データを表現するものが得
られる。図３の２移動路３Ｄ走査の画像データを得るために、方向操作式の平行四辺形画
像フレームを使用して乳房の画像を作成するが、乳首に近い湾曲領域２０の画像を得るこ
とができない。言い換えると、方向操作式の平行四辺形画像フレームによる２移動路（Ａ
およびＢ）３Ｄ走査により、乳房のうちの、胸壁１８に隣接する組織の部分の画像が得ら
れるが、乳首に近い湾曲領域２０の画像を得ることはできない。さらに、方向操作式の線
形平行四辺形画像により、胸壁に隣接する多くの組織の画像が得られるが、乳首の近くの
組織の視覚化が不十分になるという犠牲を払う。逆に、超音波ビームを他の方向に向ける
と、乳首に近い多くの組織を見ることができるが、乳房の近くの組織はあまり見えなくな
るという犠牲を払う。図示されているように、撮影領域５２は、第１の移動路５４と第２
の移動路５６とを含む平行四辺形状の容積を有している。
【００１３】
　図４は、３Ｄ空間方向操作式の電子ビーム操作により乳房の超音波画像診断を高精度で
行う本発明の一実施例による超音波診断画像システム６０の部分ブロック図である。超音
波診断乳房画像システム６０は、第１の圧迫プレート６２と第２の圧迫プレート６４とを
有している。
【００１４】
　第２の圧迫プレート６４は、ハウジング６６の上面に備えられている。超音波トランス
デューサ・アレイ６８はハウジング６６内に配されており、超音波トランスデューサアレ
イ６８は、第２のプレート６４に対して撮影対象の乳房とは反対側に、第２のプレートに
隣接するように配されている。トランスデューサアレイ６８は、例えば、適切な音響結合
流体を使用することによって、第２のプレートに音響的に結合されている。更に、超音波
トランスデューサ・アレイは、機械的移動システム７０に結合されている。機械的移動シ
ステム７０は、この分野で知られているように、任意の適切な走査機構とジグとを有する
ことができ、一つの経路に沿ってトランスデューサ・アレイ６８を移動させて撮影対象の
乳房を走査するように構成されている。
【００１５】
　超音波診断乳房画像システム６０は、制御電子回路ユニット８２を有している。超音波
トランスデューサ・アレイ６８は、信号線８４を介して制御電子回路ユニット８２に結合
している。制御電子回路ユニット８２は、入出力装置８６（例えば、キーボード、マウス
）および表示装置８８を有しており、および／又は、入出力装置８６および表示装置８８
に接続されている。この制御電子回路ユニットは、画像データ信号を、視覚表示をするビ
デオ表示部に供給する。制御電子回路ユニット８２は、更に、他の装置の使用に適したデ
ータ信号伝送路を介して、当該他の装置（例えば、プリンタ、大容量記憶装置、（遠隔デ
ータの記憶、分析、および／又は表示を行うための）コンピュータネットワーク）に、超
音波画像データを供給することができる。一実施例では、制御電子回路ユニット８２は、
送信器９０（例えば、送信ビーム形成器）と、デジタルビーム形成器９２（例えば、受信
ビーム形成器）と、システムコントローラ９４と、画像プロセッサ９６と、を更に有して
いる。
【００１６】
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　システムコントローラ９４は、信号線９８を介して、入出力装置８６に結合している。
システムコントローラ９４は、信号線１００を介して、適切な送信ビーム形成器制御信号
を送信器９０に供給する。送信ビーム形成器制御信号は、本明細書において記載されてい
るように、超音波トランスデューサ・アレイが所望のビーム操作を行うようにするもので
ある。送信ビーム形成器制御信号に応答して、送信器９０は、信号線８４を介して、超音
波トランスデューサ制御信号を超音波トランスデューサ・アレイ６８に供給する。
【００１７】
　更に、システムコントローラ９４は、信号線１０２を介して、適切な受信ビーム形成器
制御信号をデジタルビーム形成器９２に供給する。受信ビーム形成器制御信号は、本明細
書において記載されているように、開示された実施例に従って所望のビーム形成を行うよ
うにするものである。デジタルビーム形成器９２は、信号線１０４を介して超音波画像デ
ータを画像プロセッサ９６に供給する。さらに、システムコントローラ９４は、信号線１
０６を介して画像プロセッサ９６に結合している。システムコントローラ９４からの制御
信号に応答するとともに、デジタルビーム形成器９２からの超音波画像データに応答して
、画像プロセッサ９６は、信号線１０８を介して、表示装置８８で使用するのに適した画
像データを表示装置８８に供給する。電子回路ユニット８２の構成要素には、本明細書に
記載されている種々の機能を実行するためのこの分野で既知の適切な構成要素を含むこと
ができる。
【００１８】
　超音波診断乳房画像システム６０は、開示されている実施例に従って、ボリューム画像
情報の超音波空間合成を実行する。アレイのトランスデューサ６８は、破線の台形１１０
および１１２で示されている画像フィールドにわたって、異なる角度でビームを伝送する
。各台形は、例えば、アレイのトランスデューサに対して異なる角度で操作される２つ又
は３つの走査線群を含むことができる。走査線群を適切な方向に向けることによって、画
像フレームを合成して台形画像フレームを構成することができる。
【００１９】
　超音波ビームの送信は、送信器９０によって制御される。送信器９０は、アレイに沿っ
て所定の原点から所定の角度に（即ち、操作方向に）ビームが伝送され合焦されるように
、トランスデューサアレイ６８の各構成要素の動作時の位相と動作時間とを制御する。各
走査線の方向から戻ってきたエコーは、アレイの構成要素によって受け取られ、ＡＤ変換
（図示せず）によってデジタル化され、デジタルビーム形成器９２に結合される。デジタ
ルビーム形成器９２は、アレイ素子からのエコーを遅延させて加算し、各走査線に沿う合
焦された一連のコヒーレントなデジタルエコーサンプルを形成する。送信器９０およびビ
ーム形成器９２は、システムコントローラ９４の制御によって動作する。システムコント
ローラ９４は、超音波システムのユーザが操作するユーザインタフェース８６の制御部の
設定に応じた制御をする。システムコントローラ９４は、所望の角度、所望の焦点、所望
の伝送エネルギー、および所望の周波数で、所望の数の走査線群が送信されるように、送
信器９０を制御する。システムコントローラ９４は、使用される開口および画像深さに対
して、受け取ったこれらのエコー信号を適切に遅延させて結合するために、デジタルビー
ム形成器９２も制御する。
【００２０】
　開示された実施例によれば、画像プロセッサ９６によって、三次元ディスプレイフォー
マットで、空間的に合成された画像データが表示される。画像プロセッサ９６は、ボリュ
ーム画像レンダリングプロセッサを有している。空間的に合成された三次元領域からの画
像データ（Ｂモードデータ又はドップラデータ）は、ボリューム画像レンダリング処理に
よって、３Ｄ表示へと処理される。レンダリング処理はレンダリング制御信号によって制
御される。レンダリング制御信号は、ユーザインタフェース８６によって選択され、シス
テムコントローラ９４によってプロセッサ９６に印加される。レンダリング制御信号は、
前もってプロセッサ９６を調整して、ドップラ信号情報（即ち、組織の信号情報）を表示
したり、例えば、多くの組織を介して流れを見えるようにすることができる不透明部分の
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画像データを表示するようにすることができる。ボリュームレンダリングプロセッサのサ
ポートに、Cineloopメモリ（図示せず）を使用することもできる。
【００２１】
　図５を参照すると、超音波診断乳房画像システム６０の乳房走査部が概略的に示されて
いる。先ず、走査される乳房が、２枚の圧迫プレート６２と６４との間に保持される。一
実施例では、下部圧迫プレート６４が固定されており、上部圧迫プレート６２は、乳房を
保持する下方圧迫力を加えるように移動可能である。圧迫された乳房は、下部圧迫プレー
ト６４の下に位置する超音波トランスデューサ６８によって走査される。トランスデュー
サ６８は、トランスデューサの超音波の放射が機械的移動システム７０により二次元的に
行われることにより乳房を走査する。図５の乳房走査部は、反対に構成することもできる
。すなわち、超音波トランスデューサは、乳房を、上部圧迫プレートの上から走査するこ
とができ、一方の圧迫プレートを移動させて圧迫力を加えることができる。
【００２２】
　開示された一実施例では、下部圧迫プレート６４は、少なくとも一次元の張力が与えら
れた状態で保持される薄い高分子シートによって形成されている。張力を使うことによっ
て、下部圧迫プレートを、超音波を十分に通過させる非常に薄い高分子シートで作成する
ことができる。シートに加えられる張力によって、圧迫プレートに十分な剛性が与えられ
る。薄いシートの剛性は、実質的には、専らシートに加えられる張力の大きさによって、
決定することができる。加えられる張力は、高分子シートの引張り強度以下の力である。
【００２３】
　上記のように、図５は、開示された一実施例による、乳房の３Ｄ空間操作式の台形画像
を得るための２移動路走査の断面図である。２つの移動路は、乳房の中央部分に、符号１
１４で示された重なる部分を有している。図５に示すように、第１のプレートと第２のプ
レートは、乳房１１６を受け入れるように構成されており、更に、第１のプレートと第２
のプレートとの間で乳房を圧迫する。乳房１１６は、患者の近心端側の胸壁１８から、遠
心端側の乳首２０へと広がっている。乳房が圧迫されている間、乳房のうちの乳首に近い
部分は、第２の圧迫プレート６４とは接触していない。接触していない領域は符号１２２
で示されている。
【００２４】
　図４および図５を参照すると、方向操作式の台形ボリューム画像を得るために、２移動
路線形走査法が使用されている。すなわち、機械的移動システム７０は、第１の移動路（
円と点との組合せ７２によって示されている）と第２の移動路（円と「ｘ」との組合せ７
４によって示されている）とを含む経路に沿ってトランスデューサが移動するように動作
する。移動システム７０は、矢印７６で示されているように、第１の移動路と第２の移動
路との間を横断する。図示されているように、第１の移動路は、図面に対し垂直且つ図面
から離れる方向に延在する経路部分を含んでいる。同様に、第２の移動路は、図面に対し
垂直且つ図面に向かう方向に延在する経路部分を含んでいる。超音波トランスデューサア
レイが経路を移動すると、乳房の画像データを表示するものが得られる。図５の２移動路
３Ｄ走査の画像データを得るために、方向操作式の台形画像フレームを使用して乳房を撮
影する。したがって、２移動路３Ｄ走査は、乳首に近い湾曲領域１２０と、胸壁１１８に
隣接する組織と、を撮影する。
【００２５】
　言い換えると、図５の台形線形画像による２移動路（ＡおよびＢ）３Ｄ走査によって、
乳房の端部が湾曲により接触していなくても、胸壁に隣接する多くの組織と、乳首に近い
組織と、を同時に捕らえることができる。図５の実施例では、最も速い取得速度で最大の
視野が得られる。超音波画像領域の第１の移動路に沿う第１の部分は、符号７８によって
示されている。超音波画像領域の第２の移動路に沿う第２の部分は、符号８０によって示
されている。
【００２６】
　図６は、開示された一実施例による、図５の２移動路３Ｄ方向操作式の台形線形走査の
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三次元撮影領域１１５の斜視図である。図示されているように、撮影領域１１５は、第２
のプレート６４内の周辺部１１７を通過して広がる台形の容積を有している。
【００２７】
　図７は、開示された別の実施例による、乳房の３Ｄ空間操作合成式の台形画像を得るた
めの２移動路走査の断面図である。図７の実施例は、図５の実施例に類似しており、以下
の違いがある。図７の２移動路３Ｄ走査の画像データを得るために、方向操作合成式の台
形画像フレームを使用して乳房を撮影する。したがって、２移動路３Ｄ走査は、乳首に近
い湾曲領域１２０と、胸壁１１８に隣接する組織と、を撮影する。
【００２８】
　係属中の米国特許出願第０９／３３５，０５８号および０９／４３５，１１８号には、
超音波診断画像をリアルタイムで空間的に合成する装置および方法が記載されている。空
間的に合成する方法は、複数の位置又は複数の視野方向から得られた所定の対象物の超音
波画像データを、例えば、線形又は非線形の平均化処理又はフィルタリング処理により結
合することによって、一つの合成画像にする画像技術である。
合成画像は、一般的には、一つの視野方向から生成される従来の超音波画像よりも、スペ
ックルが少なく、良好な鏡面反射体を示すものである。図７を参照すると、アレイトラン
スデューサ６８は、破線で示された台形１１０および１１２によって示されているように
、画像領域に渡って異なる角度でビームを送信する。
【００２９】
　言い換えると、図７の空間方向操作合成式の線形画像による２移動路（ＡおよびＢ）３
Ｄ走査によって、乳房の端部が湾曲により接触していなくても、胸壁に隣接する最大量の
組織と、乳首に近い最大量の組織と、を同時に捕らえることができる。図７の実施例では
、最も速い取得速度で最大の視野が得られる。
【００３０】
　本明細書に記載されているように、開示された実施例は、電子ビームの方向を操作して
、圧迫プレートに音響的に接触していない乳房組織の湾曲領域の画像データと、既知の方
法で実現できるよりも多くの組織を含んだ胸壁の近くの画像データと、を得ている。開示
された実施例には、電子ビームの方向を操作して、自動３Ｄ乳房超音波走査の間に、圧迫
された乳房の画像を広範囲に渡って更に完璧に得る方法が含まれている。開示された実施
例は、胸壁の近くの領域の組織と乳首の裏側の領域の組織とを捕らえ損ねてしまう従来の
技術を改良したものである。
【００３１】
　開示された実施例は、電子ビームの方向を操作して、乳房全体のもっと完全な３Ｄボリ
ュームを得る方法を提供している。実施例の特徴には、線形アレイトランスデューサを、
実質的に平坦な圧迫プレートに接触するように備えることが含まれている。更に、機械的
走査システムを備えて、圧迫プレートに平行な線形アレイを、画像面に垂直な方向に自動
的に移動させている。更に、実施例では、非方向操作式の矩形画像又は単純な方向操作式
の線形画像を生成するために線形アレイを使用する場合と比較すると、画像面内で電子ビ
ームの方向を操作して、視覚化される乳房の組織の数が増えるように台形画像および／又
は空間的に合成された画像を得ている。
【００３２】
　一実施例では、乳房の超音波画像診断を高精度で実行する方法は、第１の圧迫プレート
と第２の圧迫プレートとを用意するステップを有している。第１の圧迫プレートと第２の
圧迫プレートは、乳房を受け入れ、第１の圧迫プレートと第２の圧迫プレートとの間で乳
房を圧迫する。乳房は、患者の近心端側の胸壁から、遠心端側の乳首へと広がっている。
更に、乳房のうちの乳首に近い部分は、乳房が圧迫されている間、第２の圧迫プレートに
接触していない。一実施例では、第１の圧迫プレートと第２の圧迫プレートは、乳房が圧
迫されている間、実質的に平行である。
【００３３】
　この方法は、乳房を走査するために、超音波トランスデューサ・アレイを経路に沿って
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移動させるステップを更に有している。この超音波トランスデューサ・アレイは、第２の
圧迫プレートに対して乳房とは反対側に第２のプレートに隣接するように配されており、
更に、第２の圧迫プレートに音響的に結合している。超音波トランスデューサ・アレイが
経路を移動することにより、乳房の画像データを表現するものが取得される。画像データ
を得るために、超音波トランスデューサ・アレイで電子ビームの方向を操作して、（i）
乳房のうちの、胸壁に近い部分と（ii）乳房のうちの、第２のプレートに接触していない
部分に対応する乳首のすぐ裏側の部分と、のうちの一方又は両方の画像データが得るステ
ップを有している。
【００３４】
　一実施例では、超音波トランスデューサーアレイは、二次元マトリックストランスデュ
ーサ・アレイを有している。別の実施例では、超音波トランスデューサ・アレイは、線形
トランスデューサ・アレイを有している。更に、超音波トランスデューサ・アレイを経路
に沿って移動させるステップは、例えば、トランスデューサの超音波の放射が二次元的に
行われるようにアレイを移動するステップを有することができる。一実施例では、経路は
、乳房を走査するための一つ以上の移動路を有している。例えば、実際に、走査を、１つ
の移動路から４つの移動路へと変更することができ、この走査には、検査時の圧迫された
乳房の大きさによっては、乳房の一部分が重複して走査されることも含まれる。更に、走
査には、圧迫された乳房の大きさによっては、異なる走査領域を選択することが含まれて
おり、これらの異なる走査領域は、同じ数の移動路又は異なる数の移動路を有することも
できる。別の実施例では、経路は２つの移動路を有しており、この２つの移動路は、乳房
の重複して走査される中央部分に沿う移動路である。更に、別の実施例では、超音波トラ
ンスデューサ・アレイを移動させるステップは、第２の圧迫プレートに平行な超音波トラ
ンスデューサ・アレイを、取得した画像データの画像面に垂直な方向に自動的に移動させ
るステップを更に有することができる。更に別の実施例では、超音波診断乳房画像システ
ムは、移動路が一つの走査（ワンパス走査）を実行するために大きなトランスデューサ・
アレイを一個有している。更に、別の実施例では、乳房全体ではなく狭い関心領域だけを
走査する場合に、小さいトランスデューサを使用して移動路が一つの走査（ワンパス走査
）を行っている。
【００３５】
　別の実施例では、画像データを取得するステップは、空間操作式の台形線形画像データ
を得るために移動路が一つ以上の三次元走査が行われるように、電子ビームの方向を操作
するステップを更に有している。言い換えると、電子ビームの方向を操作する場合、乳房
の台形ボリューム画像の画像データを得るように、電子ビームの方向を操作している。別
の実施例では、画像データを取得するステップは、空間操作合成式の台形線形画像データ
を得るために移動路が一つ以上の三次元走査が行われるように、電子ビームの方向を操作
するステップを更に有している。すなわち、電子ビームの方向を操作する場合、乳房の空
間合成式の台形ボリューム画像の画像データを得るように、電子ビームの方向を操作して
いる。
【００３６】
　この方法は、適切なプロセッサを介して画像データを処理し、乳房を三次元表示するス
テップを更に有している。更に別の実施例では、この方法は、画像データを、画像データ
の取得位置から離れた位置に伝送するステップと、伝送した画像データを処理して、乳房
を三次元表現するステップと、を有している。
【００３７】
　別の実施例において、乳房の画像診断を高精度で行うための超音波診断画像システムは
、第１の圧迫プレートと第２の圧迫プレートとを有している。第１の圧迫プレートと第２
の圧迫プレートは、乳房を受け入れ、第１の圧迫プレートと第２の圧迫プレートとの間で
乳房を圧迫する。超音波診断画像システムは、第２の圧迫プレートに対して乳房の反対側
に第２の圧迫プレートに隣接するように配された超音波トランスデューサ・アレイを更に
有している。乳房を走査するために、超音波トランスデューサ・アレイを経路に沿って移
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動させる適切な手段が備えられている。
【００３８】
　超音波診断画像システムは、システムコントローラを更に有している。このシステムコ
ントローラは、超音波トランスデューサ・アレイが経路を移動することにより、乳房の画
像データを表現するものを取得する。システムコントローラは、超音波トランスデューサ
・アレイで電子ビームの方向を操作して、（i）乳房のうちの、胸壁に近い部分と、（ii
）乳房のうちの、第２のプレートに接触していない部分に対応する乳首のすぐ裏側の部分
と、のうちの一方又は両方の画像データを取得する。
【００３９】
　一実施例では、システムコントローラは、移動路が一つ以上の三次元走査が行われるよ
うに、電子ビームの方向を操作するものであり、この移動路が一つ以上の三次元走査は、
空間操作式の台形線形画像データを取得するための走査である。更に、電子ビームの方向
を操作することにより、乳房の台形ボリューム画像の画像データを得ている。別の実施例
では、システムコントローラは、移動路が一つ以上の三次元走査が行われるように、電子
ビームの方向を操作するものであり、この移動路が一つ以上の三次元走査は、空間操作合
成式の台形線形画像データを取得するための走査である。さらに、電子ビームの方向を操
作することにより、乳房の空間合成式の台形ボリューム画像の画像データを得ている。
【００４０】
　プロセッサは、画像データを処理して、乳房を三次元表現する。一実施例では、画像デ
ータを、画像データの取得位置から離れた位置に伝送する手段を有しており、この離れた
位置にあるプロセッサが、伝送した画像データを処理して、乳房を三次元表現するために
使用される。更に、移動させる手段は、第２の圧迫プレートに平行な超音波トランスデュ
ーサ・アレイを、取得した画像データの画像面に垂直な方向に自動的に移動させることに
よって、超音波トランスデューサ・アレイを移動させている。
【００４１】
　別の実施例では、乳房の画像診断を高精度で行うための超音波診断画像システムは、第
１の圧迫プレートと第２の圧迫プレートとを有している。第１の圧迫プレートと第２の圧
迫プレートは、乳房を受け入れ、第１の圧迫プレートと第２の圧迫プレートとの間で乳房
を圧迫する。超音波トランスデューサ・アレイは、第２の圧迫プレートに対して乳房の反
対側に第２の圧迫プレートに隣接するように配され、第２の圧迫プレートに音響的に結合
されている。移動ステージは、乳房を走査するために、超音波トランスデューサ・アレイ
を経路に沿って移動させる。更に、コントローラは、超音波トランスデューサ・アレイが
経路を移動することにより、乳房の画像データを表現するものを取得する。
【００４２】
　コントローラは、超音波トランスデューサ・アレイで電子ビームの方向を操作して、（
i）乳房のうちの、胸壁に近い部分と、（ii）乳房のうちの、第２の圧迫プレートに接触
していない部分に対応する乳首のすぐ裏側の部分と、のうちの一方又は両方の画像データ
を取得する。更に、画像データを取得するために、移動路が一つ以上の三次元走査を実現
する電子ビームの方向の操作が行われ、この移動路が一つ以上の三次元走査は、（a）空
間操作式の台形線形画像データと、（ｂ）空間操作合成式の台形線形画像データと、のう
ちの一方を取得するための走査である。
【００４３】
　数個の実施例のみを詳細に記載したが、当業者は、開示された実施例の新規な教示と利
点とから実質的に逸脱することなく、実施例について多くの修正例が可能であることが容
易に分かる。例えば、開示された実施例は、乳がんの検診および／又は診断をする場合に
、超音波を乳房全体に使用するように改善されている。更に、実施例は、本明細書におい
て、乳房のうちの、乳首の直ぐ裏の部分（第２のプレートに接触していない部分に対応し
ている）について説明されている。乳首に近い非接触領域は臨床上非常に重要であるが、
この乳首に近い非接触領域は、本明細書において、一例として使用されている。接触の不
完全な部分がある乳房であれば、これらの実施例と同じ利点を得ることができる。例えば
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、下部乳房支持台（即ち、第２のプレート）に接触しない組織がある。走査トランスデュ
ーサを９０度回転し、走査トランスデューサを左右ではなく前後に移動させると、（乳首
と胸壁とを視覚化することに関して先に説明したように）乳房の側部を視覚化するときに
、同じように改善される。
【００４４】
　したがって、斯かる全ての修正例は、特許請求の範囲に規定された開示実施例の範囲内
に含まれる。特許請求の範囲において、ミーンズプラスファンクションの節は、列挙され
た機能を実行するように、本明細書に記載された構造を含んでおり、構造的に等価なもの
だけでなく、等価な構造も含んでいる。
【００４５】
　用語「有している」および「有する」等は、請求項および明細書全体に列挙された以外
の構成要素およびステップの存在を排除するものではない。一個の構成要素について言及
されていることは、この構成要素が複数の場合を排除するものではなく、この逆も排除す
るものではない。実施例の１つ以上は、幾つかの個別の素子を有するハードウェアによっ
て、および／又は適切にプログラムされたコンピュータによって、実現することができる
。幾つかの手段を列挙している装置の請求項では、これらの手段の幾つかを、同じ一個の
ハードウェアで実現することができる。或る手段が相互に異なる従属項に記載されていな
いことは、これらの手段の組合せを有利に使用できないことを示すものではない。
【図面の簡単な説明】
【００４６】
【図１】非方向操作式の従来の矩形画像を得るための２移動路線形走査の断面図である。
【図２】図１の非方向操作式の線形走査の撮影領域の斜視図である。
【図３】方向操作式の平行四辺形画像を得るための２移動路方向操作式の線形走査の断面
図である。
【図４】３Ｄ空間方向操作式の電子ビーム走査を使用して乳房の超音波画像診断を高精度
で行う、開示された一実施例による超音波診断画像システムの部分ブロック図である。
【図５】乳房の３Ｄ空間方向操作式の台形画像を得るための開示された一実施例による２
移動路走査の断面図である。
【図６】開示された一実施例による図５の３Ｄ空間方向操作式の台形走査の撮影領域の斜
視図である。
【図７】乳房の３Ｄ空間方向操作合成式の台形画像を得るための開示された別の実施例に
よる２移動路走査の断面図である。



(15) JP 2008-514264 A 2008.5.8

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(16) JP 2008-514264 A 2008.5.8

【図５】 【図６】

【図７】



(17) JP 2008-514264 A 2008.5.8

10

20

30

40

【国際調査報告】



(18) JP 2008-514264 A 2008.5.8

10

20

30

40



(19) JP 2008-514264 A 2008.5.8

10

20

30

40



(20) JP 2008-514264 A 2008.5.8

10

20

30

40



(21) JP 2008-514264 A 2008.5.8

10

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LS,MW,MZ,NA,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,MD,RU,TJ,TM),
EP(AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,NL,PL,PT,RO,SE,SI,SK,TR),OA(BF,
BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AT,AU,AZ,BA,BB,BG,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CN,CO,
CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,HR,HU,ID,IL,IN,IS,JP,KE,KG,KM,KP,KR,KZ,LC,LK,LR,L
S,LT,LU,LV,LY,MA,MD,MG,MK,MN,MW,MX,MZ,NA,NG,NI,NO,NZ,OM,PG,PH,PL,PT,RO,RU,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,SY,TJ
,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,US,UZ,VC,VN,YU,ZA,ZM,ZW

(72)発明者  エントゥレキン　ロバート　ランダール
            アメリカ合衆国　ニューヨーク州　１０５１０－８００１　ブリアクリフ　マノアー　ピーオー　
            ボックス　３００１
Ｆターム(参考) 4C601 BB03  BB07  BB11  BB13  BB16  DD08  EE05  GA13  GA18  GB08 
　　　　 　　        HH15  HH22  KK22 



专利名称(译) 用于以高精度执行乳房的超声诊断的方法和设备

公开(公告)号 JP2008514264A 公开(公告)日 2008-05-08

申请号 JP2007533045 申请日 2005-09-22

[标]申请(专利权)人(译) 皇家飞利浦电子股份有限公司

申请(专利权)人(译) 皇家飞利浦电子股份有限公司的Vie

[标]发明人 エントゥレキンロバートランダール

发明人 エントゥレキン ロバート ランダール

IPC分类号 A61B8/00

CPC分类号 A61B8/483 A61B8/0825

FI分类号 A61B8/00

F-TERM分类号 4C601/BB03 4C601/BB07 4C601/BB11 4C601/BB13 4C601/BB16 4C601/DD08 4C601/EE05 4C601
/GA13 4C601/GA18 4C601/GB08 4C601/HH15 4C601/HH22 4C601/KK22

代理人(译) 宫崎明彦

优先权 60/614383 2004-09-29 US

外部链接 Espacenet

摘要(译)

以高精度执行乳房的超声成像的方法接收第一压迫板62和第二压缩板64
之间的乳房以压缩乳房。乳房从患者的近中端侧的胸壁118延伸到远端侧
的乳头。当乳房被按压时，靠近乳头的乳房部分和靠近乳房外边缘的部
分不与第二压迫板接触。超声换能器阵列68沿着路径移动并扫描乳房。
超声换能器阵列68相对于第二压板64在与乳房相对的一侧与第二板64相
邻地布置。当超声换能器阵列68移动通过路径时，获取表示乳房的图像
数据的一个。获取图像数据，由超声波换能器阵列中操作所述电子束的
方向，乳腺（i）中，胸壁附近的部分116，（II）乳房的，第二压缩并且
获得不与板接触的部分。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/76c83b52-35cb-4254-8100-142f5dc22734
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/035431448/publication/JP2008514264A?q=JP2008514264A

